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［目的1 β一ア ミノ 酸は医楽 品等 の 合戊原料 として の 有用性 が注 口 されて い

る 。本 研 究 で は、3−ui’ilino ・3・phellylpropionic 　 acid 　 （β一Phe ： ノー
phen＞

．1alanine）の 製法 聞発 を 目的と し、　N−acetyl −ff．phenylalanine （（R，S）．
N −Ac−ff−Phの の N 一ア セ チル 基 を光学選択 的に加水分 解 し（S）・／7−Phe を生成

する微 生物 を取得 すべ くス ク リ
ー

＝ ン グを行な っ た

L方法及 び 結果 ］　閏 東周 辺 の 土 壌8（〕サ ン プル か ら （R，S〕−N −Ac−ff−Phe を単
一C 源 と して 生育す る微牛．物 をス ク リ

ー
ニ ン グ し、3株 の微 生 物 を取 得 し

た 。3株 の 巾か ら （R，S）−N −A ⊂
．　ff−Pheを 単

一G源 とす る培 地 中 で 生 育 させ 、
TLC 分析 の 竒 果 ff−Phe 生成が 最 も 高か っ た 菌株 を 選 択 し た、．本 菌株 を培 養

し、得 られ た 画体を 用 い て 酵素反 応を行 な った とこ ろ 、（∫）・N−Ac−．e−Phc を

基質 と した とき の み （S）−ff−Pheが 得 られ 、  ・N−Ac一β・Phe を基 質 と した と

き に は 反 応 が 認 め られ なか った ．本 菌株 は rRNA の 解 析 結 果 よ り、
Jlu．rkhotderia 　sp ．と同 定 され た。

［目的］ β．ア ミ ノ酸は 医 薬品 等の 合成原 料 として の 有用性 が 注 目され て い

る。本 研 究 で は 、3−amine −／3−phen ］
，lpropio［li〔 　 add 　 〔汐・Phe ： ／？・

phenylalanine ）の 製法 開 発 を 目的 と し、　N・acetyJ ・i9−phenylalanine（（R，S）・
N−Aい β一Phc）のN一ア セ チ ル 基 を光 学選 択的に 加水 分解 し〔R）一β一Phcを 生 成

す る微生 物 を取 得す べ く ス ク リ
ー．＝ ン グを 彳亅

．
な っ た ．

［方 法 及 び 結 果 ］ 関東 周 辺 の 十壌 120サ
』
ンプ ル か ら（R，S）．N −A ⊂．ff−Phe を 単

．C 源 と して 生育す る微 ！＃．物 を ス ク リ
ー

ニ ン グ し、5 株 の 微 生 物 を 取得 し

た 、、二れ らの 菌株 を N −Ac −（R，S）−ff−Phe を 単
一

C 源 とす る培地 で 生 育 させ 、
TLG 分 析 の 結 果 ff−PhC 生 成が 最 も高 か っ た菌 株 を選 択 した．本菌株 の 菌体

を 超 音 波 破 砕 しそ の 上 清 を 用 い て 酵 素 反 応 を 行 な っ た と こ ろ 、  一N −
Ac−ff−Phc を基 質 と した と き の み （IO一β．PhCが 得 られ 、〔∫）．N −A ⊂−ff．Phe を 基

質 と した とき には 反応 が 認 め られ なか っ た 、本 菌株 は rRNA の 解析 結果 よ

0、Vtl’iif）T　orax 　sp ．と同定 され た 。
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3AO9−1Ilsuedomonas 　Putida　IF・3 由 来の プ ロ モ ペ ル オ キ シ

ダ
ーゼ が 触 媒 す るエ ポ キ シ 化 反 応 ：ホ ス ホ マ イ シ

ンの 合成
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【目的 】1’seu （iofnon（as　PTtii（la　Ui−3の プ ロ モ ベ ル オ キ シ ダ ーゼ 〔BPO ）は 、各 種

化 合 物 の臭 素 化 を触 媒 す る だ けで な く エ ス テ ラ ーゼ や ス ル フ ィ ド等の 酸 化

E 性 も有 して い る多 機 能 酵 素 で あ る
1・？）．本 酵 素 を用 い る エ ポ キ シ 化反 応

を傑 索 し た結 果 、過 酸 化水 素 存在 下 で cis一プ ロ ペ ニ ル ホ ス ホ ン 酸〔GPP ）を 直

接 エ ポ キ シ化 し、ボ ス ホ マ イ シ ン （FOM ）を 生 成す る こ とが 明 らか に な っ

た 、これ は、以 前 予 測 して い た ハ ロ ヒ ド リン を 経 出す る合成経路 とは 異な

る もの で あ っ た
Sl、．そ こ で 、我 々 は BPO を用 い た CPP か らFOM の 変換反応

にっ い て検 討 した 。
【方 法 及 び 結 果 】組換 え 亙．‘o奴 pし BP ）

1｝よ り精製 した BPO を用 い て CPP の

エ ポ キ シ化反 応 条 件 を検剖
．
し 、Ge2 ＋

イ オ ン の 添 加 メ反 応 に 必 要 不 可欠 で あ

る こ とが 明 ら か に な っ た 、，ま た 同反 応 に お い て FOM の 牛．成が 確認で き た も

の の、同 時 にBP 〔｝a）急 激 な．失 活 が 認 め られ た 。そ こで 、　 BPO を カ タ ラ ーゼ

欠 損大腸 菌UM2 株 で 発 堪 させ 、　E．　cuti 　UM2 　（pU 】3P）を用 い た 静 止 菌 体 反 応

を試み た．過酸化 水素 を逐 次 添 加 しなが らCPP の FOM へ の 変換を行 っ た 結

果 、約50n1M程 度 の 1，0M の 合成 に成功 した ．
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【目的 】サ フ ラワ
ー

油か ら工 業的 に 製造 さ れ て い る 共役 リノ
ー

ル 酸 〔GLA ）中

に は ．抗絶作用 を保 持 す る cis−9，trrtfns−11（c9 ，tll）−GLA と 、体脂 肪 低減お よび

血 圧 降下1乍用 を 保侍す る tlans−10，cLs−12UlO ，c12 ）
・CLA が等 且ずつ 含 まれて

お り．両C1．A 異性俸の 分画
・
精製が 注 R されて い る．我々 は c9 ，tll−GIA を

認識 しや す い （Jandida　ragosa リパ ーゼ に着 R し、両 GLA 異性 体 をそ れ ぞ れ

95v 以上 に 高純度 化す る方 法を確 ・．1二して き た。しtstしこ の 精製 プ ロ セ ス に

は 食品 と して 利用 で き な い 工 程 を 含ん で い る 欠 点が あ る。本研 究で は 、拙

糧 種子 に 含 まれ て い る植物 ス テ ロ
ー

ル を用 い 、食品 と して 利用可 能な GLA

異性 体の 分画を検 討 した、，
【方法 お よび 結果 IC．　rugosa リパ ・・一ゼ を触 媒 と し、両 CLA 異性 体 を 37 　w1 ％

ず っ 含 む 脂肪 酸混 液を ス テ 1コ ール で エ ス テル 化 〔エ ス テ ル 化率，40 ％〉後、蒸
留 に よ り ‘9，‘11−CLA の 純度（両 GLA 異性 体の 合計 に対 する割 合〉が 72％ の ス

テ リル r ・ス テ ル 画 分 と、tlO，c12 ．CLA の 純 度 が71％の 遊 離脂 肪 酸 画分 に分 画

し；  ，さ らに 同 リバ ーゼ を用 いた ス テ リル エ ス テ ル 画 分 の 加 水 分 解 に よ り、
純 度 89％の c9 ，tll−CLA を得 た、ま t 遊 離 脂肪 酸 画

．
分 は 再度 選択 的 エ ス テ ル

化 す る こ とに よ り、純 度S9％の t10，f，12−CLA を得 る こ と に成 功 した 。
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